
 
 

 

     

 

 

 

 

 

お話しする人：夕張市消防署消防長 鷲見英夫さん 

 

 

 

 

＊今回は夕張市の救急体制をになう現場から、救急の体制や実

態などを含めたお話をお聞きして、現在夕張市が置かれている

現状を知り、今後のまちづくりに生かしていきたいと思います。 

みなさん、お誘い合わせてお越しください。（無料です） 

（ 無料託児申し込みはこちらへ ：                   ） 

7月 16日のゆうばり再生市民会議では、6月 26日の学習会 

                          に参加して… 

ということで、感想や今後のことなどを論議しました。 

・全国の市で一番高齢化率の高い夕張市で、市内の高齢者向け施設のこ

とが費用も含めてよくわかり、有意義な学習会だった。 

・市内に施設がそろっていて、制限や状況に応じたすみ分けがあることが分

かった。 

・現状では入居できる可能性もあり、安心した。 

・高齢化率は上がるが、高齢者人口が増えるわけではないということが分か

った。 

…学習会から発展して… 

・養護老人ホームの次の行き場がなくなる可能性の問題～新しい型の施設

などでの対応を参考に、ぜひ工夫をお願いしたい。 

・独居が多いこと、24時間介護が夕張ではまだできないことが今後の課題。 

・独居の人が倒れた場合、民生委員さんががんばってくれているが、それで

も人数的に高齢者全体の安否確認は難しい。 

・町内会などでの声かけしているが、町全体としてシステムづくりが必要では

ないか。 

・『変わりなく元気』という合図に、玄関などに旗やハンカチを目印にして朝

夕出し入れするという他市町村の事例もあるときいた。 

…7 月１3 日、南清水沢診療所の「こんなとき、どうするの？」に参加さ

せていただきました。 

お話をお聞きして、今まで健康に自信があり『自分は大丈夫』と病院に

いかなかったことを反省しました。ありがとうございました。… 



ほっと ゆうばり 34号 8/１  

 

 

お薬情報 

 
 

      

 

・氏名 

・緊急連絡先 

・かかりつけ医 

・持病 

・・・・ 

 

 
 

      

 

 現在、夕張市社会福祉協議会さんで、幸福の

黄色いハンカチ基金を利用した「命のバトン」

配布事業を進めておりますが、私たちの発信し

た「命のバトン」に携帯用カードをプラスして

パワーアップしたシステムになっています。 

お申し込みはおすみでしょうか。 

お申し込みは、社会福祉協議会・市役所生活福

祉グループ・南支所・各ふれあいサロンまで。 

 さらに、ゆうばり再生市民会議のモニターと

して現在も「命のバトン」を保管しているみな

さんにも写真付きの携帯用カードを作成して

いただけるとの、うれしいお知らせをいただき

ました。お申し込みは、社会福祉協議会まで。 

デジカメで写真撮影もしてくださるそうで

すよ！ 

  




